
農
水
省
は
先
ご
ろ
、
「
第
4

次

食
育
推
進
基
本
計
画
」
を
決
定
し

た
。
今
回
の
計
画
は
「
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
を
支
え
る
食
育

の
推
進
」
「
持
続
可
能
な
食
を
支

え
る
食
育
の
推
進
」
「
『
新
た
な

日
常
』
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

た
食
育
の
推
進
」
の
３
項
目
に
重

点
を
置
き
、
食
育
推
進
の
目
標
と

し
て
16

の
目
標
と
24

の
目
標

値
を
盛
り
込
ん
だ
。
食
を
め
ぐ
る

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中

で
、
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送

れ
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
食

育
を
国
民
運
動
と
し
て
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
健

康
寿
命
が
伸
び
た
り
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
が
国
民
的
課
題
に
な
っ

た
り
す
る
中
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
食
生
活
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
。
一
方
、
世
帯
構
造

が
変
わ
っ
た
り
、
中
食
市
場
が
拡

大
し
た
り
す
る
な
ど
、
食
に
関
す

る
国
民
の
価
値
観
や
暮
ら
し
の
あ

り
方
が
多
様
化
し
、
健
全
な
食
生

活
を
送
る
こ
と
が
難
し
く
も
な
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
増
加
や
出
張
機
会
の
減
少
な
ど

で
農
林
水
産
業
や
食
品
産
業
に

様
々
な
影
響
を
与
え
た
一
方
、
家

族
で
食
を
考
え
る
機
会
が
増
え
る

こ
と
で
、
食
を
見
つ
め
直
す
契
機

と
も
な
っ
た
。
事
実
、
農
水
省
の

調
査
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大

前
に
比
べ
て
食
生
活
が
変
化
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
「
自
宅
で
食
事

を
食
べ
る
回
数
が
増
え
た
」
と
し

た
の
は
35

．
5

％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
自
宅
で
料
理
を
作

し
た
取
組
等
を
増
や
す
」
と
の
目

標
も
掲
げ
た
。
具
体
的
に
は
「
学

校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
を
使

用
す
る
割
合
（
金
額
ベ
ー
ス
）
を

現
状
値
（
19

年
度
）
か
ら
維

持
・
向
上
し
た
都
道
府
県
の
割

合
」
を
25

年
度
ま
で
に
90

％
以

上
と
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郷

土
料
理
や
伝
統
料
理
を
月
1

回
以

上
食
べ
て
い
る
国
民
の
割
合
を
現
状

（
20

年
度
）

の
44

．
6

％
か

ら
25

年
度
ま
で
に
50

％
以
上
に

引
き
上
げ
、
伝
統
的
な
料
理
や
作

法
な
ど
が
継
承
さ
れ
る
社
会
を
構

築
す
る
。

食
育
は
、
個
人
の
食
生
活
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
子
供
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま

で
、
国
民
一
人
一
人
の
理
解
と
実

践
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
一
方

で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
教
育
、
保

育
、
社
会
福
祉
、
医
療
、
農
林
漁

業
林
者
、
食
品
業
界
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
官
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
、
人
々
が
携
わ
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
団
体
な
ど
が
連

携
し
て
、
多
様
な
手
段
を
通
じ
た

積
極
的
な
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。

る
回
数
が
増
え
た
」
が
26

．
5

％
と

な
り
、
食
生
活
の
変
化
が
顕
在
化
し
た
。

食
育
推
進
基
本
計
画
は
、
食
育

基
本
法
に
基
づ
き
、
食
育
の
推
進

に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
基
本

的
な
方
針
や
食
育
推
進
の
目
標
な

ど
を
定
め
る
も
の
で
、
5

年
ご
と

に
作
成
し
て
い
る
。
第
4

次
食
育

推
進
基
本
計
画
で
は
、
「
食
育
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
国
民
の
割

合
」
を
現
状
（
20

年
度
）
の
8

3

．
2

％
か
ら
25

年
度
ま
で
に

90

％
以
上
に
す
る
こ
と
や
、
「
朝
食

ま
た
は
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に

食
べ
る
『
共
食
』
の
回
数
」
を

現
状
の
週
9

．
6

回
か
ら
25

年
度
ま
で
に
週
11

回
以
上
へ
、

「
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
の

た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
適
正
体
重

の
維
持
や
減
塩
等
に
気
を
つ
け
た

食
生
活
を
実
践
す
る
国
民
の
割

合
」
を
20

年
度
の
64

．
3

％

か
ら
25

年
度
ま
で
に
75

％
以
上

に
増
や
す
な
ど
新
た
な
目
標
を
設

定
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
目
標
も
多
く
、
例
え
ば
「
学
校

給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
を
活
用


